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韓
国
漢
字
音
の
重
層
性

ー

日
本
漢
字
音
と
の
比
較
対
照
を
中
心
に
i

察

京

希

朝
鮮
漢
字
音

に

つ
い
て
は
、
今
ま

で
例
え
ば
次

の
如

き
諸
説

が
あ
る
。

。
富
窪

ユ

ζ
霧
o
輿
。
日
「
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Φ
&
巴
Φ
9
Φ
鋤
Φ
■
。
げ
、鋤
コ
αq
ム

αq
窪

ω〇
二
巴
Φ
ω

↓
.磐

αq
」

(
bご
.
国
う

男
。
国
'

O
篇
⑩
図
O
)

。
bコ
Φ
ヨ

冨

乙

訳
舘
霞
Φ
『

『
℃
三
δ
δ
σq
層
餌
&

》
コ
Ω
Φ
三

。
置
ぎ
p。
」

。
有
坂
秀
世

=

「
漢
字

の
朝
鮮
音

に

つ
い
て
」

(『
国
語
音
韻
史

の
研
究
」
)

。
河
野
六
郎

H

「朝
鮮
字
音
母
胎
論
」

(
『河
野
六
郎
著
作
集

2
』
)

。
朴
柄
釆

u

『古
代
国
語
到
研
究
』

そ
の
他

。

日
本
漢
字
音

は
古
音
、
呉
音
、
漢
音
、
中
世
唐
音
、
近
世
唐
音

の
如

き
い
ろ

い
ろ
な
系
統

の
音
が
併
存
し

て
い
る
の
に
対
し
、
朝
鮮
漢
字
音

は

一
系
統

の
字

音

の
み
で
あ

る
と
言
わ
れ

る
。
し
か
し
そ

こ
に
は
古

い
要
素

と
新

し
い
要
素

が

混
在
し

て
い
る
と
い
う
重
層
的
性
格

が
認
め
ら
れ
る
。
而

し
て
、

そ
れ

に

つ
い

て
は
《
④
原
音
的

に
二

つ
以
ヒ

の
系
統

が
混
じ

っ
て
い
る
為
》
な

の
か
《
⑤
韓

国
内

の
変
化

に
よ
る
》

の
か
或

い
は
く
◎
我

々
に
混
在
的
と
見
え

る
だ
け

で
あ

り
、
実
際

は
中
国

の
或
方
言
音

に
そ

の
よ
う
な
体
系

が
あ

っ
た
の
か
》

は
重
要

な
課
題

と
な

る
の
で
あ

る
。

結
論
的

に
言

っ
て
私
は
④

の
考

え
方

に
傾

い
て
い
る
の
で
あ

る
か
、

そ
の
研

究
方
法
と
し

て
は
、

一
応

次

の
如

き
手
続
き
を

ふ
む
。

①
韓
国
語
自
体

の
音
韻
史

研
究

②
中
国
語
音
韻
史

と
の
比
較
研
究

③
日
本
漢
字
音

の
諸
種

と
の
比
較
対
照
研
究

理
論
上

か
ら
言

え
ば
①

②
を
重

視
す

る

の
が
妥
当

で
あ

る
が
、
私

の
研
究

テ
ー

マ
が
日
韓
両
国

語

の
比
較
対

照
研
究

で
あ
る
と

い
う
よ
う
な
事

情
も
あ

り
、
《
中
国
音
韻
史
上

い
ろ
い
ろ
な
変
化
過
程
を
反
映

し
て
い
る
と
云

わ
れ
る

日
本
漢
字
音
》
と

の
比
較
対
照
考
察

に
重
点

を
お
き
た
い
と
思
う
。

日
本
漢
字
音

の
資
料
と
し

て
は
、

諸
先
覚

の
紹
介

さ
れ

た
も

の
に
基
づ
く
面

が
多

い
が
、
韓
国
資
料
と
し

て
は

『六
祖
寳
壇
輕
諺
解
』
(
鰯
年
、
国
語
学
資
料

選
集
、

一
潮
閣
、

左
記
⑪

)
を
は
じ
め
多
く

の
文
献
資
料
、
或

い
は
現
在
韓

国

漢
字
音

(方
言
資
料

を
含

む
)
等
を

フ
ル
に
活
用
し
た
。

前
述

の
如
く
日
本
漢
字
音
資
料
と
し

て
は
大
矢
透
氏
、
有
坂
秀
世
氏
、
中

田

祝
夫
氏

、
馬
淵
和
夫
氏
、
築
島
裕
氏
、
小
林
芳
規
氏
、
小
松
英
雄
氏
、
高
松
政
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雄

氏
、

沼
本
克

明
氏
、

そ
の
他
数

え
切

れ
な

い
程
多
く

の
先
覚

の
紹
介
を
利

用

さ
せ

て
頂
い
た
が
、
本
稿

の
場
合

は
特

に
後
述

の
如
き
奥
村
三
雄
氏

の
所
蔵

本

や
調
査

諸
資
料

(未

発
表
)
、
或

い
は

「
日
本
漢
字
音

の
体
系
」

(訓
点
語
と
訓

点
資
料
第

四
輯
)

そ
の
他

に
示

さ
れ

た
左
記
諸
資
料
を
中
心
と
し
た
。

。
呉
音

=

『法
華
単
字
』

『心
空
本
法
華
経
音
訓
』

。
漢
音

=

『例
時
作
法
』
『
法
華
俄
法
』

(文
亀

二
年
本
)

。
中
世
店
音

日

『諸

回
向
清
規
式
』

(永
禄
本
)

。
近
世
唐
音

μ
『法
華
経
普
門
品
』
の
黄

壁
本

(天
和
二
年
刊
)
貝
葉
本

(
刊

行
年
次
未
詳
)

韓
国

の
資
料
と
し

て
は
非
常

に
多
く

の
資
料
を
と
り
あ
げ
た
。

〈④

『樗

嚴
纒
諺
解
』

(魏
)
⑤

『法
華
経
諺
解
』

(魏
)
◎

『金
剛
経
諺
解
』

@

『阿
彌

陀
経
諺
解
』
◎

『
圓
麗
纒
諺
解
』
(
【」り64
)
↑
以
上
韓

国
古
典
叢
書

刊
行
、

大
提
閣

①

『
世
宗
御
製
訓
民
正
音
』

(644
)
@

『月

印
繹
譜
』

(
靭
)
⑤

『
六

祖
大
師
法
寳
壇
纏
諺
解
』
(
694
)
金
以
h

国
語
学
資
料

選
集
、

一
潮
閣

④

『
方

言
集
釈
』

(
877
)
⑧

『
倭
語
類
解
』

(隅
成
鵬
刊
)
〉
等

々
。

こ
こ
で

『
六
祖
寳
壇
経
諺
解
』

を
中
心
資
料

と
し
た
の
は
次

の
如
き
理
由

に

基
く
。
@
経
文
資

料

で
あ
る
為
、

前
記
日
本
漢
字
音
資
料
と

の
対
照

に
便
利

で

あ
る
。
⑤

い
わ
ゆ
る
人

工
音

的
要
素

が
少

な
い
等

々
。
・

尚

『
金
剛
経

諺
解

』
や

『
円
覚
経
諺
解
』
『
阿
弥
陀
経
諺
解
』
の
類

に
は
人
工

的
要
素

の
少

な

い
本

も
あ
る
ら
し
い
。
奥
村

=
.雄
氏
書
写
資
料
i
未

発
表
な
ど

は
人

工
的
要
素

が
少

な
い
が
、
少
な

く
と
も
私

の
見
た

テ
キ

ス
ト

(大
提
閣
本
)

で
は
前
記
訓
民
正
音
等

に
準
ず

る
人

工
的
音
的
要
素
が
含
ま
れ

て
い
る
。

例
え
ば
@
声
母
に
関
し
て

「公

貢

供

恭

規

飢

几

姫

記

機

居

挙

故

孤

古

顧

固

具

拘

改

該

皆

楷

誠

乖

怪

界

根

君

官

管

観

堅

見

高

交

教

歌

迦

父

果

過

嘉

駕

瓜

光

廣

剛

墓

庚

梗

耕

京

鏡

敬

寛

驚

経

鉤

鳩

久

九

金

錦

今

兼

穀

菊

吉

結

各

脚

隔

傲

急

給

國

(清
)。
空

恐

器

起

気

去

気

去

枯

苦

開

匠

困

倶

可

卿

日

丘

謙

麹

曲

骨

乞

屈

客

(次
清
)。
葬

蚤

祈

催

勤

近

群

強

狂

求

奮

琴

局

及

極

(濁
)
」

の
字
音
表

記
は
、
奥
村
氏

の
資
料

で
は

大
体

「
「
」
で
あ
る
が
、
大
提
閣
本

で
は
大
体

「
「

(清
)
ヲ

(次
清
)

77

(濁
)
」

の
区
別
が
存
す

る
。

こ
ん

に

つ
い
て
も
大
提
閣
本

が
古

い
韓
国
語
字
音
資
料

で

あ

る
と

い
う
考
え
方
も
あ
る
が
、
私

は
む
し
ろ
東
国
正
韻
な
ど
と
同
様
、
人
工

音
的
要
素

の
多

い
も

の
と
考
え
た
い
。

即
ち
中
国

の
韻
書
等

に
よ
る
知
識
的
な

区
別

で
あ

り
、
実
際
問
題
と
し

て
そ
の
よ
う
な
発
音

の
区
別

は
余
り

一
般
化
し

な
か

っ
た
と
考
え
た

い
。
東

国
正
韻

に
関

す
る
字
音
変
化
、
人
工
音
的
要
素

に

つ
い
て
は
例
え
ば
河
野
六
郎
氏

の

「再
び

「東
国
正
韻
」

に
就

い
て
」

(『
河
野

六
郎
著
作
集
2
』
)
等
を
参

照
の
こ
と
。

⑤
奥
村
氏
書
写
資
料

で
は

「中
、
重
、
除
」
な
ど
舌
音
二
、
三
等
字

の
子
音

に

「
〔
囮

ス
剛
両

形
が
存
す

る
が

(
「除
」

は

「
ス
」

の
表
記
だ
け
)
、
大

提
閣

本

で
は
ほ
ぼ

「
〔
」

に
統

一
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
も
大
提
閣
本
が
古

い
形
を
示

す
と
も
言
え
る
が
む
し
ろ
私

は
当
時

の
韓
国
字
音
は
既

に
或
程
度

「
〔
↓

ス
」

の
傾
向
を
示
し

て
い
た
と
考

え
た
い
。

つ
ま
り
大
提
閣
本
は
や
は
り
東
国
正
韻

等
と
同
様
、
韻
書

に
ひ
か
れ

て

「
こ
」
形

に
統

一
し
た
と
も
考

え
ら
れ
る
わ
け

で
あ

る
。

二

 

日
本

で
は
、
古
音
、
呉
音
、
漢
音
、
唐
音

と
い
う

よ
う

に
各
時
代

に
輸
入
さ
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れ
た
漢
字
音
が

そ
の
ま
ま
残

っ
て
い
る
が
、
韓
国
漢
字
音

は

一
応

「
一
つ
の
体

系
」
に
整
理
さ
れ

て
来
た
と
言
わ
れ
る
。
「
一
つ
の
体
系
」
の
意
味
は
、
④

「
各

時
代

に
輸
入
さ
れ
た
も

の
が
混
在

し

て

一
つ
の
体
系

に
整
理

さ
れ
た
」

の
か
、

⑧

「或
時
代

に
輸
入
さ
れ
た

一
系
統

の
字
音

の
み
が
残

り
、
他

は
す

べ
て
捨

て

去

ら
れ

た

の
か
」

の
二

つ
が
考

え
ら

れ
る
。

従
来

は
⑤

の
考

え
方

の
み
が
目

立

っ
た
。
例

え
ば
、
有
坂
氏

の
ト
世
紀

の
宋
代
開
封
音
説
、
河
野
氏

の
唐
時
代

の
長
安
音
説

(
「慧
琳

一
切
経
音
義
」
等

に
近

い
)
等

で
あ
る
。
し
か
し
私

は
む
し

ろ
④

の
考

え
方

に
傾

い
て
い
る
。

つ
ま
り
現
在

(李
朝
も
含
め

て
)
は

一
つ
の
体

系

に
お

さ
ま

っ
て
い
る
よ
う
だ
が
、
そ

こ
に
は
古

い
時
代

に
入

っ
て
来

た
要
素

と
新
し

い
時
代

の
も

の
と
が
混
在
し

て
い
る

の
で
は
な
い
の
か
と
考
え

る
。

そ
の
多
く

の
部
分
は
日
本

の
漢

音
よ
り
や
や
新
し
い
時
代

の
原
音

(有
坂
秀

世
氏
説

に
近

い
の
か
)
を
反
映
す
る
よ
う
だ
が
部
分
的

に
は
も

っ
と
古

い
要
素

も
混
じ
え

て
い
る

の
で
は
な

い
か
、

と

い
う
こ
と
を
強
く
主
張
し
た

い
の
で
あ

る
。日

本
漢
音

に
も
種

々
の
性
格

の
も
の
が
混
じ

っ
て
い
る
が
、
奥
村
三
雄
氏
所

蔵
本

や
同
氏

の
調
査
資
料

(未
発
表
)
、
「
訓
点
語
と
訓
点
資
料
」
四
集
、
「
国
語

国
文
」

33
-

2
号
所
掲
論
文
等

に
よ
る
と
、

い
わ
ゆ
る
新
漢
音

(虞

言
宗

や
天

台
宗

の
声
明

や
読
経
音
資
料
系
)

で
は
次

の
如
く
入
声
語
尾
消

失
過
程
を

示
す

ら
し

い
例

が
或
程
度
見

ら
れ

る
。
「
跡
セ

イ

(法
華
経
安
楽
行
品
慈
恵
大
師
本
)
、

尺

セ
イ

(東
大
寺
本
大
究
経
)
、
薄

フ
ア

(般
若
理
趣
経
占
本
)
、
各

力

(文
亀

本
法
華
俄
法
)
、
自

ハ
イ

(幸
芸
本
声

明
例
時
)
、
佛

フ
、
弗

フ
、
薩

サ
、
目
イ
、

繹

セ
、
ト

シ
、
執

シ
、
法

ハ
、
食

シ
、
カ
リ
、
極

キ

(
以
上

い
ず
れ
も
法
華
経

安
楽
行
品
山
家
本
)
…
…
」

尤
も
右
記

の
中

に
は
発
音

の
都
合
そ

の
他

の
事
情

に
よ
り
臨
時

に
入
声
音
を

省

い
た
例
も
あ
り
そ
う
だ
が
、
し
か
し
右
記
の
例

が
す

べ
て
そ
う

で
あ
る
と
は

考
え
な

い
。
新
漢
音
原
音

に
於

け
る
入
声
韻
尾

の
消
失

の
過
程
を
示
す
例
も
あ

る
と
考
え
た

い
。
有
坂
秀
世
氏

の

「
入
聲
韻
尾
消
失

の
過
程
」

(『国

語
青
韻
史

の
研
究
』
)
参

照
。

三

 

先
学

の
説

の
中

に
は
韓
国
漢
字
音

の
原
音
を

日
本

の
呉
音
或

い
は
そ
れ

に
準

ず

る
占

い
も

の
と
す
る
考
え
方

も
あ
る
。
例

え
ば

マ
ス
ペ

ロ
氏

の

「
5
C

の
中

国
南
方
言
」
、
カ

ー
ル
グ

レ
ン
氏

の

「
7
C
前
後

の
階
唐
時
代
」
、
朴

柄
釆
氏

の

「
6
、

7
C

の
切
韻
音

(
呉
方
言
江
東
音

の
影
響
)
」
、
辛
容
泰
氏

の

「
六
朝

期

江
東
、
江
南

音
」

(
「韓
国
漢
字
音

の
母
胎

に
関
す
る
考
察
」
国
際
大
学
人
文
科

学
研
究
第

一
輯
鯉
)
。

し
か
し
、

こ
れ
は
無
理
だ

ろ
う
。
部
分
的

に
は
占

い
要
素

ら
し
い
も

の
も

あ

る
程
度

認
め
ら
れ
る
に
し

て
も
現
在
韓
国
漢
字
音

は
い
ろ
い
ろ
な
面

に
お

い
て

も

っ
と
新

し
い
中
国
語
音
、
お

そ
ら
く
は
十
世
紀
頃

の
そ
れ
の
反
映
と

み
ら
れ

る
。
例

え
ば
、

⑧

い
わ
ゆ
る
明
母
泥
母

の
字
音

が
そ
れ
ぞ
れ

阯
じ
形
を
と

る
故
を
以

て
、

日

本
漢
音

(明
母

旨
バ
行
、
泥
母

昌
ダ
行
)

よ
り
も
呉
音

(明
母

ーー

マ
行
、
泥
母

握
ナ
行
)

に
近

い
と
判
断
す
る

こ
と
は
で
き
な

い
。
即
ち

日
本
漢
字
音
中
、
最

も
新
し

い
唐
音

で
も
そ
れ
ぞ
れ

マ
行

ナ
行
表
記
を
と

る
か
ら
あ

る
。
む
し
ろ
漢

音

の
バ
行

ダ
行
表

記
を
ご
く
特
殊

だ
と
考

え
る

の
が
妥
当

で
あ

ろ
う
。

(
現
在

の
中
国
語
諸
方
言
を
み

て
も
、

そ
れ
ら

が
ト
小
或

い
は
血
廿

の
如
き
形

を
と
る

の
は
西
北
方
言
や
閾

語
系

な
ど
ご
く

一
部

の
方
、　口
に
限
ら
れ
る
。
)

こ
こ
で
注
目
す

べ
き

は
韓
国
漢
字
音

で
日
母
が
李
朝

の
資
料

で
△
表

記
を
と

る

こ
と
だ
ろ
う
。

「
△
」
を
、
「
Z
」
音
記
号
と
見
る
通
説

に
従

え
ば
、

日
母

は
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非
鼻
音

化
し

て
い
る
わ
け

で
あ
り
、
明
母
泥
母

の

m
n
も
呉
音
な
ど

に
準
ず
る

よ
う
な
古

い
音
と

は
考

え
難

く
な

る
わ
け

で
あ
る
。
尤
も
現

代
音

に
お
け
る

「
女

ー
一
囹

一
巾

(少
類
)
」

の
両
音
併
存
形
等
か
ら
し

て
、

現
在
音

の

「
一

(
二
)
望

(
日
)
…
…
」
の
類

を

「
月
、
望
」
、

の
変
化
と
考

え
れ
ば
、
李
朝
漢

字
音
資
料
系

よ
り
も
古

い
姿
を
反
映
す

る

こ
と
に
な
る
が
、
今

は
そ
の
主
張
を

さ
し
ひ
か
え
る
。

即
ち
韓
国
語
音
韻
史

か
ら
見

て

「司
圃
↓
司
田
」

の
変
化

の

方

が
自
然

な
よ
う
だ
が
、

ぞ
る
己
〉
フ
・拳
…
>
7
9
己
(秋
)
、
ロ
《
言…
〉
ロ
ム
・弓

甲
。
.ヨ

(村
)
」
な
ど

「
〈
周
〉

△
圖
〉

。
円
」
の
変
化
も
あ

る
わ
け
だ
し
、
第

一
、
現

在

の
漢
字
音

に
李
朝
漢
字
音

と
別
系

の
古

い
字
音
要
素
が
残

っ
て
い
る
と

い
う

考

え
方

は
不
自
然

に
考

え
ら
れ

る
か
ら

で
あ

る
。

⑧
止
摂
諸
韻

の
歯
音

四
等

の

「
(支
韻
)
斯
、
雌
、
紫
、

(脂
韻
)
私
、
死
、

四
、
騨
、
自
、
次
、
姿
、
怒
、
(之
韻
)
祠
、
寺
、
嗣
、
伺
、
思
、
司
、
縣
、
笥
、

慈
、
字
、
滋
、
子
、
恣
、
詞
、
似
」

は
、
朝
鮮
漢
字
音

で
は

「
o
壱

」
形
を
と

る
。

こ
れ
ら

の
止

摂
諸
韻

は
呉
音

と
漢
音

で
は
他

の
頭

子
音

の
場

合
と
同
様

「
イ
」

に
な

っ
て
お

り
、
唐
音

で
は

「
ウ
」

に
な

っ
て
い
る
。

◎
模
韻

は
大
体

「
。
尚

」

の
母
音

で
あ
る
が
、
中

に

「杜

肚

轟

妬

敷
」
が

「
♀
匝
」

に
な

っ
て
い
る
。
呉
音
と
漢
音
が
す

べ
て

「
オ
」
を
表

わ
し
、

唐
音
が
大
体

「
ウ
」
を
表
わ
す

こ
と
か
ら
見
る
と

「
オ
↓

ウ
」

の
変
化
過
程
を

反
映
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

◎
虞
韻

は
大
体

「♀

匝
」

母
音

を
も

つ
。
歯
音

四
等

の

「取
、
嬰
、
聚
」

は

コ
引
趣

の
形

で
近
世

音
と
関
係

あ
り
そ
う

で
あ
る
。
近
世
唐
音

昇

対
」
。

⑧
灰
韻

は
唇
音

「d
口
.21

(杯
、
嚢
、
背
、
枚
、
妹
)
と
舌
音

「
封
一
内
一
」

の
少
数
形

を
除
く

と
皆

「釧

同

の
母
音
と
な

る
。
(鎚
、
頽
、
退
、
崔
、
罪
、
雷
、

類
、
灰
、
回
、
誰
な
ど
)
圃

の
如
き
形
か
。
呉
音
漢
音

「
⑦
イ
」
唐
音

「◎

イ
」

韓
国

内
部

で
の
変
化

に
よ
る
も

の
は
、
④
輸
入
時

変
化
し
た
も
の
◎
輸
入
後

変
化
し
た
も

の
に
分

け
ら
れ
る
。

⑦
輸

入
時

の
変
化

。
冶
ー

・覗
化

古
代
韓

国
語

で
は

e
母
音
が
存
在
し
な

い
た
め
、

e
を
・畏
に
受

け
入

れ
た
。

口
i
ラ
ン
ド

・
ラ

ン
グ
氏

(「
文
献

資
料

に
反
映

し
た
中
世

日
本
語

工
列
音
節

の
口
蓋
性
」
『国

語
学
』
第

85
集
)
は
朝
鮮
資
料

(「
伊
路
波
」
)
の
表
記
か
ら

日

本

語

の
工
列
母
音

に
、

㎏

脚

壊
の
様
な
音
価
を
推
定

す
る
が
、

「蒙
古
字
韻
」

(
803
)

で
八
思

巴
文
字

「
e
、

'e
」
を

「一

」
に
う

つ
し

て
い
る
こ
と
、
ま

た

中
国
語
原
音

で
韻

に
只
蓋
的
グ

ラ
イ

ド
の
有
無

の
如
何

に
か
か

わ
ら
ず

「
翻
己

表
記

が
目
立

つ
こ
と
か
ら
も

(尤
も
、
「憩
、
掲
」
等
、
少
数

に

「司
列

」
の
両

方

が
現
れ

る
。
「
州
」
は
・+
・の
意
識
的
な
区
別
と
言
う

べ
き
か
)
、
〈
ケ
、

テ
、
ネ

は
㎞
、
飴
、

㏄
の
ご
と
き
音
だ

っ
た
〉
と
す
る
浜
田
敦
氏

(
『朝
鮮
資
料

に
よ

る

日
本
語
研
究
』
)
奥
村
三
雄
氏

(
「
工
列
母
音
」
〈講
座
国
語
史

2
、
音
韻
史

・
文

字
史
〉
)

の
説

に
従
う

べ
き
か
と
考

え
ら
れ
る
。

。
濁
音
↓
清
音
化

例
え
ば
、
韻
書

の
濁
音

「葵

蟄

祈

渠

勤

近

群

強

狂

求

奮

琴

局

及

極
」

な
ど
が
す

べ
て
清
音

「
「
]k[
」

に
表
記
さ
れ

て
い

る
。。

入
声
韻
尾

t
↓

1
化

入
声
韻
尾

「
t
↓

1
」
の
現
象

は
、
韓
国
内

で
の
変
化

に
よ
る
と
思
わ
れ
る
。

「
三
国
史
記
」

の
高
句
麗
百
濟

の
地
名
表
記

で

(愈
昌
均

『韓

国
古
代
漢
字
音

到
研
究
』
I
Ⅱ
)
、
ま
た
新
羅

の
郷
歌
表
記

や
12
C
高
麗
方
言
を
反
映
す
る

「難

林
類
事
」
で

(朴
嫡
采

『
占
代
国
語
到
研
究
』)
舌

内
入
声
字

t
が
す

べ
て
語
末

-
流
音

に
な

っ
て
い
る

こ
と
を
既

に
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
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◎
輸
入
後

の
変
化

。
㎝
↓

・
化

李
朝
漢
字
音

で
は
豪
韻

は

「
皇
囹
」
(
刀
、
倒
、
道
、
陶
、
曹
、
早
、
操

、
騒
、

労
、
老
、
抱
、
毛
、
寳

、
報

、
帽
、
高
、
考
、
好
、
號
)
形
を
と

る
。
而
し

て

こ
れ
は

℃
の
反
映

で
は
な
く
李

朝
音

で
は
蝕
に
当

る
二
重
母
音
が
な

い
の
で
、

単
母
音
化
し
た
形

で
代

置
さ
れ
た
も

の
と
も
思

わ
れ

る
。

。
r
↓

n
化
φ
化

例
え
ば
、
「
六

龍

利

量

禮

輪

僚

良

爾

嶺

留

流

林

盧

羅

樗

」
な
ど
李
朝

の

「
己
国
」
表
記
が
、
現
在
韓
国
漢
字
音

で
は

「
o
円
」
「
」
圏
」

の
表

記
に
な
る
。

「
臨

如

人

忍

日

然

若
」

な
ど
の

「
△
圖
」
表
記
を
持

つ
も

の

が
、
現
在
韓
国
漢
字
音

で
は
す

べ
て

「
o
円
」
表
記

に
な

る
。

四

〈
現
在
韓
国
漢
字
音

に
関
し
、
日
本
漢
字
音

よ
り
や
や
新
し

い
時
代

の
中
国

語
音
を
基
盤
と
す
る
要
素
が
多

い
》

と

い
う
私

の
考

え
方

は
、

こ
れ
を
《
卜
世

紀
頃

の
宋

代
開
封
音

に
基
づ

く
》

と
す
る
有
坂
秀
世
氏

の
説

(
「漢
字

の
朝
鮮

音

に

つ
い
て
」
〈
『
国
語
音
韻
史

の
研
究
』
〉
)

に
近

い
よ
う
だ

が
、

し
か
し
私

は

有
坂
氏

の
説

よ
り
も
強
く
、
も

っ
と
古

い
時
代

の
要
素

も
含

ま
れ
て
い
る
と
主

張

し
た
い
。

つ
ま
り
《
現
代
韓
国
漢
字
音
は
日
本
漢
字
音

と
異

な
り
、

一
つ
の

体
系

に
お
さ
ま

っ
て
い
る
よ
う
だ
が
、
そ

こ
に
は
か
な
り
古

い
時
代

の
要
素

の

残
存
も

認
め
ら
れ

る
》
と
考
え

る
わ
け

で
あ
る
。
韓

国
漢
字
音

に
関
し
、

日
本

の
漢
音

の
原
音

よ
り
占

い
時
代

の
要
素
を
反
映
す
る
と
考
え
る

の
は
、
例

え
ば

次

の
如
き
現
象

で
あ
る
。

④
韻
鏡

で
い
う
三
等

四
等

の
区
別

の
存

在
は
占

い
だ
ろ
う
。

日
本

の
漢
音

は
勿
論
、

呉
音

に
も

そ
の
区
別

は
殆

ん
ど
認
め
ら
れ
な

い
。
万
葉

仮
名

に
そ
の

区
別
が
或
程
度
認
あ

ら
れ
る
。

(
イ
列
乙
類

は
三
等
、
甲
類
は
四
等
な
ど
)

韻
鏡

の
三
、

四
等

の
牙
音
喉
音
唇
音
三
等
字
が
非

口
蓋
的
中

舌
的
な
"士
で
あ

り
、
四
等
字

が
口
蓋
的
前
舌
的
な
+
・を
介
母
と
す
る

こ
と
は
既
に
有
坂

(
「
カ
ー

ル
グ

レ
ン
の
拗
音
説
を
評
す
」
)
、
河
野

(「
有
坂
博
士
と
所
謂

「重

紐
論
」
」
)
両

氏

に
よ

っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
朝
鮮
漢
字
音

で
は
、
韻

鏡

の
三
等
字

は

直

音
、

四
等
字

は
拗
音
形
を
と

る
。
た
だ
し
効
摂

の
宵
小
笑
韻

と
梗
摂

の
庚
梗

敬
韻

三
等

だ
け
は
拗
音

に
な

っ
て
い
る
。

日
本
呉
音

で
も
庚
梗
敬
韻

三
等
は
拗

音

に
な

つ
て
い
る
○

〈
三
等
四
等
両
属
韻
〉

韻東鍾

声
母牙唇喉牙唇喉

三

等

窮

弓

。τ

陶]

 

楓

楓

。
τ

夢

鳳

福

皇
。

(ユ
「
)

雄

。
τ

恐

恭

供

暑

[00]

 

奉

峯

封

ユ
。

擁

暑

四

等

融
号

[juη]

 

勇

用

容

暑

[jorp]
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㊨ 支㊨ 脂

 

之魚'

 

虞

牙唇喉牙喉牙唇喉牙喉牙喉牙喉牙唇喉

宜

儀

義

奇

寄

到

[Ul1]

 

皮

被

彼

一

偽

脆

潮

「uil

 

爲

委

潮

器

飢

奔
到

眉

美

備

悲

d
,

亀

斜

位

剰

疑

其

薪

起

基

姫

記

到

署

意

喜

91

語

御

渠

去

居

墨

魚

一

囹

於

虚

一

睡

拘

倶

催

♀

[u]

 

無

武

務

父

敷

o
T

布

怖

輔

皇

「。]

 

雨

遇

芋

♀

蚊

企
司

[1]

 

彌

脾

讐

卑

司

易

61

窺

規

。T

Ou]

 

圭
心

階
飛
(
用

↓
。下
)
師
↓
巾

棄

d
,

比

砒

鼻

司

夷

伊

d

発

季

射

↓

。
丁

維

遺

剖

↓

♀

異

司

與

鯨

一

[]e]

 

喩

。T

[〕u]

齊祭眞仙宵麻陽

牙唇喉牙唇牙喉 「唇

 

牙唇喉牙唇喉喉牙唇喉

偶

州

[oi]

 

銀

僅

。
て

[㎝7z]

 

欄

密

貧

唱

(
01己
)

乾

件

望

[en]

 

免

辮

変

q

優

q

喬

輔

皇

[jo]

 

苗

廟

豆

天

妖

豆

仰

強

墓

唱

[aq]

 

亡

岡

妄

房

方

放

唱

啓

難

計

司

副

閉

州

瞥

司

整

幣

剣

吉

緊

d
u
(
d
己
)

司

民

蜜

頻

剋

(d
己
)

引

因

印

剋

甑

q

[jen]

 

便

面

q

延

演

屯

砂

妙

漂

£

腰

遥

豆

耶
夜

野

叱

国

陽

養

磐

剛
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清尤臨皿

 

蒸

牙唇喉牙唇喉牙喉牙唇喉

求

蕾

丘

久

九

救

♀

浮

婦

復

副

不

♀

謀

皇

有

憂

優

♀

倹

槍

望

[em]

 

凝

殆

。万

切

泳

永

望

蝿

癒

。
万

輕

噌

[jeni

 

屏

名

噌

盈

唱

遊

由

。
T

骸

艶

唱

[jem]

 

孕

望

[iη]

 

有
坂
、
河
野
両
氏

は
、
朝
鮮
漢
字
音

の
磨
音

の
・+
・に

つ
い
て
は
ふ
れ

て
い
な

い
が
、
朝
鮮
漢
字
音

の
唇
音
三
等

は
直
音

を
反
映
す

る
場
合
が
か
な
り
多

い
。

し
か
し
、
唇
音
拗
音
は
軽

唇
音
化

が
起

る
と
共
ハに
消
失
す
る
と

い
う
頭
子
音

の

性
格

に
係
る
問
題

で
あ
る
故
、
朝
鮮
漢
字
音

の
唇
音

で
の
直
音
形
が

+
・の
反
映

を
見

せ
る
も

の

で
あ

る
か
否

か

は
判

断
が
難

し

い
。

軽
唇
音

化
は
唐
代

に
起

り
、
中
舌
乃
至
後
舌

母
音

を
持

つ
韻

に
起

り
や
す

い
と
云
わ
れ

る
か
、
未
だ

に

そ
の
条
件
が
明
ら
か
に
な

っ
て
い
な
い
よ
う
で
あ

る
。
唇
音

に
於
け
る
干
・と
・+
・

の
区
別
は
、
安
南
音

が
は

っ
き
り
見
せ

て
く
れ
る
。
三
根
谷
徹
氏

の

『
越
南
漢

字
音

の
研
究
』

(東
洋
文
庫
S
47
)

参
照
。

③
韻
鏡

で
言
う

一
等
重
韻

及
び
二
等
重
韻

の
区
別
が
見
ら
れ

る
。

一
等
重
韻
及
び
二
等
重
韻

の
泰

日
台
、
佳
央

"
皆
、
談

"
輩
、
街

"
成
、
冊

H

山
、
庚

日
耕

(
即
ち
、

A
類
韻

の
長
母
音
系
「
上
古
音

a
系
か
ら
由
来

日
B
類

韻

の
短
母
音
系
-
卜
古
音

o
系
か
ら
由
来
)
韻
は
、
唐

代
慧
琳
音

で
は
す

で
に

合
流

し
て
し
ま
う
。

日
本

の
漢
音

に
お

い
て
は
重
韻

の
区
別
は
、

ほ
と
ん
ど
表

さ
ず
、
威
韻

日
街

韻
だ
け

に
区
別
が
少
々
現
れ
る
。
例

え
ば
威
韻

で
の

「畿

セ
ム
瀦

セ
ム
」
○

呉
音

で
も

一
等
重
韻
及
び
二
等
重
韻

は
区

別
な
く
相
通
す

る
が

(共

に

「
ア
」

に
反
映

)、

〈
台
韻
〉
擬

ゲ

〈皆
韻
〉
疵

ケ

〈票
韻
〉
貧

ト
ム
紺

コ
ム

〈
威
韻
〉

威
ゲ

ム
減
ゲ

ム

〈山
韻
〉

辮

ベ
ン
間
ケ

ン
山

セ

ン
限

ゲ

ン
、

な
ど

の
区
別
が

残

っ
て
い
る
。

朝
鮮

漢
字
音

で
も
重
韻

の
相
通

側
が
目
立

つ
が
、
蟹
摂

の
A
類

韻
が

「叫

(
a
)
」

B
類
音
が

「
o
う
(
2
)
」
形
を
と
る
よ
う
な
数
的

優
越

が
見
ら
れ
る
。

威
摂
山
摂
梗
摂

は
相
通
し

て
し
ま
う
が

「
〈
輩
韻
〉
轟

舌
穆
合

〈威
韻
〉

恰

吾

〈山
韻
〉
限
す
と

の
よ
う
な
重
韻

の
区
別
が
多
少
見

ら
れ

る
。

以
上
、

日
本
呉
音
と
朝
鮮
漢

字
音

で
は
、

一
等

二
等
重
韻

の
相
通
例
が
多

い

が
、
中
古
音
体
系

の

一
等
二
等
重
韻

は
、
実

は
魏
晋
南
北
朝
字
音
を
反
映
す

る

『
纏
典
繹
文
」
で
も
相
通

を
示
し
て
い
る
。
『経
典
繹
文
』
で

一
等
重
韻
及
び
二

等
重
韻
は
各
摂
内

に
お

い
て
は
相

通
併
合

し
て
い
る
。
ま
た
威
摂
内

で
は
母
音

の
近
似
か
ら

一
等

と
二
等

の
相
通
例

が
あ

る
と

い
う
。

(『
魏
晋
南
北
朝
字

音
研

究
」
坂
井
健

一
)

◎
入
声
字

の
反
映

陽
韻

韻
尾

覗
っ
囎

(
っ
弍
垂
)

は
上
古
中
古
漢
語

に
は
明
白
な
区
別
が
あ

っ

た
。
韓

国
漢
字
音

で
は
、
入
声
韻
尾

つ
辻
歌
が

「
団

(
P
)
、

己

(
t
↓

1
)
、
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「

(
k
)
」
に
反
映
し
、
入
声
字
を
維
持
し

て
い
る
。

こ
れ
は
日
本
呉
音
か
漢
音

頃

と
思

わ
れ

る
。
天
台
漢
音
よ
り
は
や
や
古

い
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
天
台
漢
音

(新
漢
音
)

は
例

え
ば
前
述

の

「
自

パ
イ
」

の
如

く
入
声
韻
尾

が
な
く
な

り
か

け
て
い
る
。

⑪
果
摂
と
假
摂

は
、
古
代
支
那
語

で
は
共
ハに

a
類
韻

で
あ

っ
た
が
、
歌
韻
が

、a
か

ら

℃
及
び

鴫
に
変
化
し

て
か
ら
麻
韻

二
等

の

a
と
離
れ

る
。

日
本
唐
音

で

も
近
代
中
国
音

の
後
舌
母
音
性
を
反
映

し

て
歌
韻

は
0
、

u
の
形
を
と

る
が
、

漠
音
呉
音

で
は
朝
鮮
漢
字
音
と
共

に
歌
韻
麻
韻

が

a
の
形
を
と

る
。

(㈹

〈
歌

韻
〉
波
㊥
叫
岡
㊥

ハ
㊨

ホ
、
左

㊥
料
轡

サ
、
羅
㊥
叫
圓
㊥

ラ
轡

ラ
㊥

ロ
㊨
〉ロ
ウ
、

〈麻
韻
〉
加罵
㊥
井

⑳
カ
㊧
カ
、
袈
㊥
井
㊥

カ
㊧

キ
ヤ
⑯
)カ
、
裟
㊥
斗
圃
⑳

シ
ャ

㊧

シ
ャ
、

サ
⑱

シ
ャ
㊥

サ

ア
、

シ

ェ
)

③
近
代
中
国
音

で
は
、
清
韻

(梗
摂
、
周
代
古
音
成
部
中
心
母
音

2
>
・a
)

"

摂蟹威 摂

 

摂山摂梗

胎
韻

泰
韻

皆
韻

央
韻

佳
韻

輩
韻

談
韻

威
韻

街
韻

山
韻

捌
韻

庚
韻

耕
韻

改

開

該

界

戴

胎

貸

代

倍

栽

載

菜

在

塞

災

海

哀

愛

來

91

朗

耐

乃

朔

[

蓋

大

奈

貝

藝

藷

莫

癩

州

朗

帯

昧

引

司

最

會

倫

外

籟

頼

到

司

[

楷

弦

界

司

綱

排

埋

射

諭

91

闘

乖

怪

懐

到

司

敗

朔

圃

喝

叫

回

牌

費

債

州

固

派

罷

叉

査

叫

同

解

買

91

膜

司

卦

曜

漉

媛

朝

。a

壼

朝

[

轡

穆

。占

㎝

感

紺

探

南

貧

参

含

暗

闇

嵐

曾

甘

敢

談

三

暫

賢

濫

唱

〔am]

 

鹸

娚

杉

絨

唱

㎝

恰

〈

吾

〉

繊

〈

層

〉

巖

杉

街

橿

唱

[a㎝]

限

野

團

間

眼

樫

欄

担

山

産

酸

閑

蛙

幻

斗

劇[

姦

顔

鷹

蓼

版

撰

癌

蛙

圃

還

患

宅

圓

更

庚

梗

撹

膀

猛

盟

生

省

杏

行

替

冷

d
。
.
圓

拮艶

伍
目

或
亨

誠坤

照鳥

d
b

圃

耕

丁

送

董

噌

圖

「72一



蒸
韻

(曾
摂
、
周
代
古
音
台
部
中
心
母
音

∂
>

o
)
、
耕
韻

(梗
摂
、
周
代
古
音

成
部
中
心
母
音

セ
V
2
)

=
登
韻

(曾
摂
、
周
代
古
音
台
部
中

心
母
音

o
>

e
)

の
区

別
は
失

わ
れ

て
お
り
、

日
本
唐
音

も
そ

の
失

わ
れ
た
形

を
反
映
し

て
い

る
。

〈清
韻
〉
呈
成
聖
纏

清
請

「唱
㎞
㊥
④

ヤ
ウ
轡
㊤

イ
㊥
⑦

ン

〈蒸
韻
〉
慮
㊥

o
τ
鳴
⑬

ヨ
ウ
噛

イ
㊥

イ

ン
、
識
(⑨
司

睡
㊥

シ
キ
」⑳
シ
キ
、
〈耕

韻
〉
耕
董
㊥

穏
㎞
・

⑱

キ

ャ
ウ
働

カ
ウ
、
豚
萎
⑱
馴
「
蘭
⑬

マ
ウ
働

マ
ク

〈
登
韻
〉
能
僧

樗

「。
一。」
圓

⑭

オ
ウ
㊥
㊤

ン
、
得
㊥
三
「
醜
⑱
ド

ク
㊧
〉ト
ク
㊥

テ
㊨
デ

ツ

日
本
呉
音
と
漢
音
、
朝
鮮
漢
字
音

で
は
右

で
分
る
よ
う
に
清
韻

一
蒸
韻
、
耕

韻

一
登
韻

の
区
別
を
反
映
す
る
。

⑪
遇
摂
諸
韻
が
切
韻
音
系

で
は
模
韻

UO

(
・a
>
・a
>

0
〉

UO
)
、
魚
韻
め
、
…り

(
導

焔
〉
わ
〉
わ

)
、
虞
韻
・鰹

"坦

(
㎜
〉
融
>

uo
>
沁
)

に
な
り
、
猫
立

し

て
し
ま
う
。
ま
た
中
世

に
な
る
と
模
韻
は

u
、
魚
韻

は
担
に
合
流
す

る
。

こ
の

中
世
音
を
反
映
し

て
い
る
の
が

日
本
唐
音

で
あ
る
。

〈魚
韻
〉
初
亟
所

「
皇
囹
」
⑭
⑦

ヨ
塵
④

盧

「一
囹
」
⑭
④

㊧
⑦

ヨ
、
鯨

如

「一
醐
」
⑳
⑦

ヨ
働
④

ヨ

〈模
韻
〉
歩
徒
度
古
五
祖
慮

「
皇
囹
」
㊥
④
働
㊥

〈虞
韻
〉
敷

「
♀
匝
」
⑳
◎
、
④

ユ
薗
⑦

ユ

句
夫
無

「
♀
匝
」
⑭
㊥
働
④

ユ
、
住
主
樹

「♀

u
」
⑳
⑦

ユ
㊧
④

ユ

⑦

ウ

右

で
見

る
よ

う

に
日
本

漢
字

音

の
呉
音

漢

音

の
魚
韻

が
模

韻

と
同

じ

く

「
オ
」
形

を
と
る
の
は
6
を
写
す
音
韻
と
し

て
は

「
オ
」
し
か
持

た
な
い
日
本

語

の
特
性

の
ゆ
え
で
あ

る
。
結
局

日
本

の
呉
音
漢
音
と
朝
鮮
漢
字
音

と
を
比

べ

て
見
た
場
合
、

遇
摂
諸
韻

は
そ
れ
ぞ
れ

の
言
語
的
特
徴
を
よ
く
反
映
し
て
い
る

と
思
わ
れ
る
。

五

以
上
、

私

は
日
本
漢
字
音

と
の
比
較

と
い
う
よ
う
な
観
点
を
中
心

に
韓
国
漢

字

音

の
重
層
性
を
考
え
た
。

而
し

て
こ
の
研
究

は
あ
く
ま
で
韓

日
漢
字

音

の
比

較
と

い
う
こ
と
が
中
心

で
あ
り
、
韓
国
漢
字
音

の
古

さ
と
い
う
事

に
つ
い
て
は
今
,

後

の
研
究

に
ま

つ
べ
き
面

が
多

い
。
例
え
ば
韓

国
漢

字
音

の
原
音
が
日
本
漢
字

音

の
原
音

と
同

じ
方
言

に
基
づ

い
た
も
の
で
な

い
限
り
日
本
漢
字
音
と

の
比
較

の
み
か
ら
韓
国
漢
字
音

の
古

さ
を
論
ず
る

べ
き

で
な
い
こ
と
、
言
を
ま

つ
ま
い
。

方

言
の
差
と
苫
え
ば
或
時
代

の
或
中
国
語
方

言
に
お
い

て
く
④

い
わ
ゆ
る
三

等

四
等

の
区
別

や
入
声
韻
尾

つ
辻
歌
を
保
存
し
》

つ

つ
、
而

も
《
⑤

日
母

が
非

鼻
音
化

し
、
止
摂

四
等
音

の
音
変
化
が
お

こ

っ
て
い
た
》

と
い
う
よ
う
な
可
能

性

も
全

く
な
い
と

は
言
え
な

い
。
も
し
そ
う

で
あ
る
な
ら
ば
、
私

の
重
層
性
と

い
う
考

え
方
自
体
も
検
討

の
必
要
が
生
じ

て
く
る
わ
け
だ
が
、
し
か
し
右

記
の

如

き
状
態

の
方
言

の
存
在
を
示
唆
す
る
よ
う
な
資
料
は
今

の
所

見
当

ら
な
い
。

そ

の
よ
う
な
資
料

が
提
出

さ
れ
な

い
限
り
、
私
は

一
応
韓
国
漢
字

音

の
重

層
性

を
信
じ
た

い
。

一73・ 一



朝漢

平

韻書

平

上

去

入

ヒ
」

上

去

去

入

入

上

去

r六祖大師法寳壇纏諺解(六 祖壇経)』

恭 江 降 基 薪 銀 間 官 袈 尉 剛 経(経)句 金 東
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=
声

調

に

つ

い

て

11

朝
鮮
漢
字
音

の
声
点
は
、
中

国

の
傳
統
的

な
四
声

に
従
う
東
国
正
韻
式

の
勇

点
法

と
韓
国

語
特

有

の
声

調
体
系

に
従

う
現
実
漢

字
音

の
労
点

法

に
分

か
れ

る
。東

国
正
韻
式
漢
字
音

の
声
点

は
、
韻
書

の
調
類
と

一
致
す

る
も

の
で
、
斬
年

か
ら
鰯
年
ま

で
の
資
料

に
は
こ
れ
し
か
見

え
な

い
。

は
じ
め

て
現
実
漢
字
音

の
声

調
が
現
れ

る
の
が
、

娚
年

の

『
求
急
簡
易
方
』

で
あ
り
、
鰯
年

の

『眞
、二口勧
供
』
と

『
六
租
法
寳
壇
纏
諺
解
』

の
あ
た
り
に
な

る
と
勇
点
が
鮮
明

で
資
料
と

し
て
は
信
頼

が
置
け
る
。

こ
れ
ら

の
文

献

に
於

け

る
声

調

の
歴
史

は
17
C
の
前
年

ま
で
に
行
わ
れ

る
。

こ
こ
で
は

『
六
祖
法
寳
壇
脛
諺
解

(六
祖
壇
纏
)
』
の
差
声
状
況
を
示
す

こ
と

に
す
る
。

古
く
切
韻
時
代

の
声
調
体
系

は
、
平
上
去

入
の
四
声
体
系

で
あ

っ
た
が
、
中

古
か
ら
近
世

に
う

つ
る
時
期

に
現
代

の
北
京
官
話
音

の
声
調
体
系

で
あ

る
陰
平

(清
、
次
青
、
入
声

の
清
次
清
)
陽
平

(濁
、
清

濁
、
入
声
濁
、
入
声

の
清
次

清
)
去
声

(去
声
上
声
濁
、
入
声

の
清
次
清
清
濁
)

の
声
調
体
系

に
な

る
。

「
六
祖
壇
纒
」

に
於
け
る
朝
鮮
漢
字
音

の
平
声

は
調
類

の
平
声
が

編
%
調
類

の
上
去
入
が
舳
%

に
な
る
。
右
の
表

で
分

る
よ
う
に
、
現
代
北
京
官
話

で
見
ら

れ

る
入
声
全
濁
字

の
陽
平

へ
の
移
動
、

入
声
清
声
字

の
陽
平
陰
平

へ
の
移
動

の

よ
う
な
清
濁
観
念
と
は
関
係
な
く

(
調
類

の
入
声
清
濁
字

は
北
京
官
話

で
は
去

声

に
入
る
が
㊨

で
は
平
声

に
入
る
例

が
2
例

あ
る
)
清
濁

は
ほ
ぼ
同

一
の
比
率

で
反
映
す
る
。

上
声
は
、
調
類

の
上
声
去
声

が
紹
%
調
類

の
入
声
が
日
%

に
な

る
。

去
声
は
、
調
類

の
入
声

が
58
%
調
類

の
上
声
去
声
が

42
%

に
な

る
。

以
上
、
右

の
如
く
朝
鮮
漢
字

音
の
声

調
体
系

に

つ
い
て
も

や
は
り
占

い
要
素

と
新
し

い
要
素
が
ま
じ
り
合

っ
て
い
る
か
と
思
わ
れ

る
要
素
が
あ

る
。

特

に
現
在
韓
国

の
慶
尚
道
方
言

の
字
音
声

調
と

の
関
係
な
ど

で
興
味
深

い
も

の
が
あ

る
が
、
そ
れ

に

つ
い
て
は

一
切
稿

を
改
め

る
こ
と

に
し
た

い
。
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〔付
記
〕
本
稿
は
昭
和
六
卜

二
年
度
九
大
国
語
国
文
学
会

(
S
62

・
6

・
7
)

で
の
発
表
を
元

に
ま
と
め
た
も

の
で
あ
る
。
御
指
導
戴

い
た
奥
村
三
雄
先
生
を

始
め
、
御
教
示
戴

い
た
諸
先
生

方
に
謝
意

を
表

わ
し
ま
す
。


